






                                      

  

燕市スポーツ少年団規約 

 

第１章  総  則 

第１条 この規約は、燕市スポーツ少年団（以下「本団」という。）に関することを定める。 

 

第２条 本団は、市内の単位団スポーツ少年団（以下「単位団」という。）をもって組織する。 

 

第２章  目  的 

第３条 本団は、スポーツを通じて青少年の心身を鍛錬して、健康で明るい青少年を育成するこ

とを目指し、燕市のスポーツ少年団の育成指導することを目的とする。 

 

第３章  事  業 

第４条 本団は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。 

（１）スポーツ少年団の指導者育成 

（２）スポーツ少年団活動を活発にするために必用な事業 

（３）スポーツテストの実施及び普及 

（４）市外スポーツ少年団との連絡調整 

（５）関係団体との連絡調整 

（６）その他、目的を達成するために必要な事業 

 

第４章  登  録 

第５条 本団への入団は、登録をもって行う。 

    ２．入団した単位団は、新潟県スポーツ少年団及び日本スポーツ少年団へ登録加入する。 

３．登録は毎年度これを更新する。 

 

第５章  役  員 

第６条 本団には、次の役員を置く。 

  （１）本 部 長      １ 名 

 （２）副本部長      ２ 名 

 （３）常任委員   １０名以上１５名以内 

  （４）委  員      各単位団より１名 

 （５）監  事      ２名 

 

第７条 常任委員は本部会で推薦し委員会において決定する。その後本部長が委嘱する。 

２．本部長は常任委員の中から選定し決定する。 

  ３．副本部長は常任委員の中から本部長が選定し、委嘱する。 

    ４．各単位団は、委員を１名選出し、本部長が委嘱する。ただし、委員が他の役員に選出さ

れたときは、該当する単位団より補充する。 

    ５．本部長・副本部長並びに常任委員は、本部役員となり、本部会を構成する。 

   ６．監事は、本部長が委員会の承認を得て委嘱する。 

  

第８条 役員の任期は２ヶ年とする。ただし、再任は妨げない。 

   ２．補欠により就任した役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

  

第９条 役員の任務は次の通りとする。 

（１）本部長は、本団を代表し会務を統括する。 

（２）副本部長は、本部長を補佐し、本部長事故あるときは、その職務を代行する。 



                                      

  

 

（３）常任委員は、本部会に付議された事項を審議し、委員会で報告する。 

（４）委員は、委員会に付議された事項を審議する。 

（５）監事は、本団の会計及び会務を監査する。 

 

第６章  会  議 

第１０条 委員会は、毎年１回以上開催し、本部長がこれを召集し、副本部長がその議長となる。 

      ２．委員会は、本団の最高決議機関とする。 

      ３．委員会は、次の事項を審議する。 

       （１）規約の改廃 

       （２）運営方針 

       （３）予算及び事業計画 

       （４）決算及び事業報告 

       （５）その他必要な事項 

 

第１１条 委員会は、委員の過半数の出席がなければ開会することができない。ただし、同一議

題について再度招集したときは、この限りではない。 

      ２．出席できない委員は、他の出席者または本部長に委任することができる。 

 

第１２条 委員会の議事は、出席者の過半数をもって決し可否同数のときは、議長がこれを決め

る。 

 

第１３条 本部長は、必要に応じて本部会を招集し、議長となる。 

２．本部長は、簡易でしかも急を要する事項について、本部会の同意を得て、専決すること

ができる。ただし、後日、必要に応じて委員会に報告し、承認を得る。 

 

第７章  入団・退団 

第１４条 本団の入団・退団は、自由とする。ただし、委員会の承認を得なければならない。 

   ２．単位団が燕市スポーツ少年団の目的に著しく反する行為があった場合、委員会の同意

を得て除名する事が出来る。 

 

第８章  会  計 

第１５条 本団の経費は次のものをもって充てる。 

（１） 負担金 

  （２）その他の収入 

 

第１６条 本団の会計年度は、毎年４月１日より始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

第９章 事務局 

第１７条 本団の事務局は、一般財団法人燕市スポーツ協会内に置く。 

      ２．事務局職員は、本部長が委嘱する。 

 

第１０章 規約の変更 

第１８条 規約の改廃を行うときは、委員会において３分の２以上の同意を得なければならない。 

 

 

 



                                      

  

附     則 

１．この規約の施行について必要な事項は、別に定める。 

２．この規約は、平成２０年４月１日より施行する。 

３．この規約は、平成２４年３月１５日より施行する。 

４．この規約は、平成２６年４月１日より施行する。 

５．この規約は、平成３０年４月１日より施行する。 

６．この規約は、令和２年４月１日より施行する。 

 



 

燕市スポーツ少年団の目標と活動基準 

 

＜燕市スポーツ少年団が目指すこと＞ 

◆私たちは、スポーツを通じて健康な体と健全な心を養います。 

◆私たちは、ルールを守り、他人に迷惑をかけない、フェアプレイ精神を心掛けます。 

◆私たちは、スポーツによって、自分の力を伸ばす努力をします。 

◆私たちは、スポーツの喜びを学び、感謝の気持ちを忘れず、友情と協力を大切にします。 

 

＜活動にあたっての遵守事項＞ 

1.全ての団が活動基準を守り、育成母集団や関係者に周知し活動する事。 

2.子供の発達段階に合わない過度の練習は、子どもの意欲を低下させたり、スポーツ障害（け

が）につながったりするため、そのことに十分配慮すること。 

3.体罰、パワハラ、セクハラ等の防止の為に複数の指導者による指導や、女子団員が加入し

ている団においては、男性指導者の他、女性指導者を依頼するなどの指導体制をとるよう

努めること。 

4.勝利至上主義になったり、一部団員の活動に偏ったりすることなく、全団員が目標をもっ

て意欲的に活動できるようにすること。 

5.育成母集団は、スポーツ少年団本部（市・県）やスポーツ協会、その他の機関が開催する

研修会に積極的に参加し、指導力及び資質を高めること。 

6.活動経費の節約に心がけ、団員の負担を軽減するよう工夫すること。また、指導者は営利

目的の活動や高額な謝礼金等を授受しないこと。 

7.事故や怪我に備え指導に携わる指導者・保護者は必ずスポーツ安全保険に加入すること。 

8. 子どもたちの送迎については公的な機関が望ましいが、育成母集団で送迎する場合は、十

分に安全に配慮すること。 

9. 学校行事を優先する。また、子ども会活動や地域行事などは、子どもの成長にとって大事

であり、各単位団はそのことに十分配慮して練習計画を立案するとともに、学校や各種団

体と連携を大事にしていくこと。 

10.活動の際に生じた子どもの問題は、学校生活にも影響を及ぼすことがある為、必要に応じ

て学校へ連絡をすること。 

 

参考：育成母集団とは団員の親・指導者・地域（学校含む）を指します。 

 

 

 

 



 

＜活動基準＞ 

活動日数 
活動の目安は、週２～３回を原則とし、年間で概ね１６０回を超えない範囲

とする。（３回×５２週＝１５６回） 

活動時間 

平日２時間程度とする。 

後片付けを含む全ての活動を２１時までに終了する。（ただし、小学３年生

以下は１回の活動時間を６０分～９０分とし、２０時を目途に活動を終了す

る事が望ましい。） 

休日の活動時間は３時間程度とする。（ただし、大会・イベント等は除く。） 

活動の報告 
全ての団は当該年度の事業終了後、活動報告書を提出する事。 

また、会計報告については全ての活動に係る収支報告を提出する事。 

  参考：上記活動基準は、先に燕市教育委員会が策定した「燕市小中学校いきいき課外活動 

の在り方に係る方針に沿うものです。 

 



燕市スポーツ少年団 罰則規定 

 

１．本団における各種の罰則に関しては本規定による。 

 

２．本規定は登録単位団及びその指導者、役員に適用される。 

 

３．燕市スポーツ少年団活動における違反行為は次の通りとする。 

(１) 燕市スポーツ少年団活動目標・活動基準に反する行為 

(２) 燕市または本団で取り決めた事項に反する違反行為 

 (３) その他、提訴、調査などによって発覚した違反行為 

 

４．規律違反行為を行った単位団、指導者、役員には表 1の通りの罰則が適用される。 

表 1 

レベル 違反内容 処分内容 

レベル 1 （1）～（３） 文書による厳重注意及び回答要請 

レベル 2 レベル 1で改善されない場合 育成金の減額または支給中止 

レベル 3 レベル 2で改善されない場合 活動の禁止または退団 

５．レベル 1～2の処分決定については、本部会にて審議し決定する。但しレベル 3に

関しては本部会にて審議し、委員会で承認をもらう。 

 

付則 

本規定は令和３年６月２６日より施行する。 

 

 

 


